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学校教育計画（令和６年度～令和９年度） 

 

学校名 神奈川総合産業高等学校 
課程・学科 

教育部門・学部 
全日制・総合産業科 

 

１  学校のミッション 

〇全日制の課程単位制総合産業科を設置する高校として、地域や社会の健全で持続的な発

展を担う産業人材の育成をめざし、専門性の向上を図るとともに、産業界等との連携に

よる実践的・体験的学習を推進し、年次ごとに共通に学ぶ科目を設けつつも、多様な選

択科目から生徒が選択履修することができる単位制の利点を生かしながら、生徒一人ひ

とりの学習や進路等の目標の実現に応えるため、学力の育成、専門的な技術の習得、豊

かな人間性や社会性の涵養、社会的・職業的な自立等をめざした教育課程を適切に編成

する。 

〇C h a n c e、C h a l l e n g e 、C r e a t i v e の教育目標のもと、創造性豊かな

人材の育成に向けて、創造力、推進力、発信力、主体性、積極性を涵養する教育活動に

取り組む。 

〇充実した専門教育の施設設備を活用し、探究的な学習活動の充実を図ることで、情報活
用能力や課題解決能力、論理的思考力、発信能力などの資質・能力を育成することがで
きるよう、主体的・対話的で深い学びの実現をめざした不断の授業改善を進めるなど、
教育活動の充実に取り組む。 

 
２ 学校教育目標 

Ｃｈａｎｃｅ  Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ  Ｃｒｅａｔｉｖｅ 

○特色ある多様な学習活動をとおして、何事もチャンスととらえる前向きな姿勢を養う。 
○課題に対して解決策を講じて果敢にチャレンジする計画性・積極性を養う。 
○物事を創造し、豊かな表現力でプレゼンテーションする力を養う。 
○地域社会との連携による地域に根差した教育活動を通し主体性を養う。 

 
３ 計画策定時点での課題 

○生徒が自ら学習に取り組めるような授業展開および課題や試験などの工夫が必須であ
る。また、現在実施している生徒研究発表会などをさらに発展させ、生徒の言語活動や
発信能力を高める必要がある。 

○部活動や委員会活動、学校行事など、生徒主体の教育活動を実践する中で、ルール・マ
ナーの遵守などの教育をはじめ、道徳教育をさらに充実する必要がある。 

○より高い次元での進路実現をめざすため、進路ガイダンスのさらなる充実と、生徒の意

識向上に取り組む必要がある。また、本校の特色であるさまざまな研究活動を生かした
進路活動の方法もさらに研究する必要がある。 

○地域の小中学校等との連携により、高校体験教室や発表会などを実施することで、地域
コンソーシアムの充実を目指していくことが必要である。 

○地域に根ざした学校を目指し、自助共助の観点から、地域連携を生かした防災教育の充
実を図る必要がある。 



４ ４年間の目標と主な方策 
 

 視点 ４年間の目標 目標達成に向けた主な方策 

１ 
教育課程 

学習指導 

①課題研究による探究する力を
育成するシステム構築 
②４系、１分野の教育目標の確
立と総合産業科としての特色あ
る教育課程の実現 

③国際理解教育と先端情報教育

の基礎を身に付ける教育課程の

編成 

①課題研究の教育課程への位置
づけと指導体制の確立 
②各系の教育目標の策定や育て
たい生徒像の具体化と完成年度
を迎えた新教育課程の検証 
③国際理解教育プログラムの策
定と情報教育プログラムの策定 

２ 生徒指導・支援 

①生徒一人ひとりの豊かな人間
性を育み、社会性を身に付ける
学校行事の実施 

②生徒理解に基づく生徒指導や

支援、教育相談体制の確立 

①学校行事の目的・目標の明示
化 
②各年次、ＳＣ、ＳＳＷ等の連
携体制の見直し 

 

３ 進路指導・支援 

①総合産業科としての進路指導
目標の策定 
②３年間を見通したキャリア支
援計画の策定 

③生徒の希望する進路の実現 

①総合産業科としての人材育成
の検討 
②３年間の進路指導計画の策定 

③進路ガイダンスの組織的な計

画・実施 

４ 地域等との協働 

①地域の小中学校や自治会など
の近隣地域との連携 
②学校の情報を広く地域に発信 

③近隣の大学（研究機関・企

業）等との連携 

①連携行事の開催、ボランティ
ア参加等の実施 
②見る側に立ったHPの見直しと
学校説明会の定期的開催と内容
の充実 
③高校開催行事・大学開催行事
等への生徒参加、講師派遣等、
大学等との連携事業の開催 

５ 
学校管理 

学校運営 

①事故・不祥事の未然防止と教
職員の実践的指導力の向上 
②生徒の防災意識の向上と防災
教育の推進、学校の安全管理体
制の確立 
③学校行事の目的と実施体制・
時期の整理 

④教員の働き方改革、ライフワ

ークバランスの推進 

①事故・不祥事防止会議等の開
催 
②防災教育の実施と学校の安全
管理体制の点検 
③式典の一層の充実。関係部署
との連携を密にし、円滑な行事
運営のための環境整備。 
④会議の効率化と時間短縮、グ
ループ間連携の推進による業務
集中の緩和 

 


